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2010

5,490万ｔ

(3.05億ｔ)

交通対策
2,830万ｔ

燃費改善
2,100万ｔ

・クリーンエネルギー車
(300)

・サルファーフリー(120)
・アイドリングストップ車(60)

・大型トラック最高速度抑制
(80)

運輸部門の運輸部門のCO2CO2排出量と削減目標排出量と削減目標
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自動車自動車
燃費改善燃費改善

エコエコ
ドライブドライブ

インインフラフラ
整備等整備等

2010年度

5,490万ｔ

(305百万ｔ※)

交通対策
2,830万ｔ

燃費改善
2,100万ｔ

クリーンエネルギー車等
(480)

大型トラック最高速度抑制
(80)

250
百万ｔ

運輸部門目標達成計画

目標値

三位一体の取り組みが必要

○季節の違い 5月は、最良燃費

7月・１２月は、最悪燃費

○地域の違い 島根県・佐賀県などは、最良燃費

東京都などは、最悪燃費 ３



自動車燃費改善自動車燃費改善
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乗用車と貨物車のＣＯ２排出量推移
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燃費基準値燃費基準値
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トップランナー基準達成車比率 (販売ベース）

5社：05年、その他：07年に目標達成予定。
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２０１０年燃費基準の早期達成

2010年度の燃費目標値は、車両重量（kg）毎に設定された燃費基準値を、

1995年度と同じ出荷台数比率と仮定し平均した燃費目標値。

７

＊トヨタも今年達成予定

全
社
達
成
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ポスト２０１０年燃費基準検討
７月７日、政府委員会発足

９

自工会も協力

２０１０年以降も燃費向上は続く

トップランナー燃費基準

２０１０年には２１００万トンのＣＯ２削減



ころがり抵抗の低減ころがり抵抗の低減

低ころがり抵抗タイヤ

空気抵抗の低減空気抵抗の低減

ボデー形状の改良

車両の軽量化車両の軽量化

軽量材料の採用拡大

ボデー構造の改良

駆動系の改良駆動系の改良

エンジンの効率の向上エンジンの効率の向上

熱効率の向上

リーンバーン
直接筒内噴射

可変機構(可変気筒、VVT等）

摩擦損失の低減

ピストン＆リングの摩擦低減

低摩擦エンジンオイル

可変補機駆動

電気ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ･ｽﾄｯﾌﾟ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

主な燃費改善技術主な燃費改善技術

ロックアップ域の拡大
シフト段数の増加
CVT

燃費改善技術は、細かい地道な技術の積み重ね。

その他
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ガソリン乗用車の燃費向上例ガソリン乗用車の燃費向上例
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軽量化軽量化 例例

新型プリウスの例
合計：約１４０Ｋｇ削減
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クリーンエネルギー車の普及台数クリーンエネルギー車の普及台数
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